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12月定例会
　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
町
議
会
に
対
し
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

竜
王
町
議
会
で
は
、
昨
年

10
月
に
役
員
改
選
が
あ
り
、

新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
二

元
代
表
制
の
も
と
、
行
政
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
役
目
と
皆
さ

ま
の
声
を
届
け
る
役
目
に
邁

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
本

年
も
本
町
議
会
へ
貴
重
な
ご

意
見
等
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、

令
和
４
年
も
町
民
の
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
、
明
る
く
豊

か
な
一
年
と
な
る
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

議長　貴多　正幸

　12月定例会を12月２日から21日まで
の20日間の会期で開催しました。
　条例改正１議案、補正予算６議案を原
案のとおり可決しました。

令和3年度一般
会計

今回の補正額 3億47
96万円

予算総額 67億8038万円

主な内容（事業）
補正予算（一般会計）

竜王町総合庁舎別館
改修設計業務委託料

1287万円

給食センター
アレルギー対応工事費等

2482万円

ふるさと納税
推進のための経費

2622万円

駐車場整備工事
（道の駅竜王かがみの里）

391万円
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　11月29日に臨時会を開催し、補正予算1議案が上程され、慎重審査の結果、原案のとおり可
決しました。
コロナ関連対策費　　　1億5982万円
　　子育て世帯への臨時特別給付金事業　　　　9950万円
　　新型コロナウイルスワクチン接種事業　　　5863万円

　
　
食
堂
は
。
別
館
改
修
費
は
。

問
　
　
耐
震
診
断
は
。

問
　
　

食
堂
は
な
く
し
、
執
務
室
に

す
る
。
現
時
点
で
は
、
概
算
で
直

接
工
事
費
２
億
円
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
。

答�

　
　

以
前
の
耐
震
診
断
で
安
全
性

は
担
保
さ
れ
て
い
る
が
、
雑
壁
を

と
る
た
め
改
め
て
耐
震
診
断
が
必

要
と
な
る
。
必
要
で
あ
れ
ば
耐
震

補
強
を
実
施
す
る
。

答� 竜
王
町
総
合
庁
舎
別
館
改
修

　
　

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
う�

の
か
。
問

　
　

竜
王
町
出
身
の
方
が
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
就
農
さ
れ
る
こ
と
に
対
し

て
支
援
を
行
う
。
年
１
５
０
万
円

を
交
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

答� 農
業
就
農
支
援
金

　
　
委
託
料
の
増
額
は
、
建
物
と

ウ
ォ
ー
ル
の
コ
ス
ト
が
上
が
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
か
。

問
　
　

建
屋
、
ウ
ォ
ー
ル
、
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
２
割
増
の
見

込
み
。
そ
れ
に
よ
り
総
事
業
費
が

増
え
る
の
で
、
現
計
画
を
見
直
す

た
め
の
委
託
料
で
あ
る
。

答� 総
合
運
動
公
園
社
会
資
本
総
合

整
備
計
画
策
定
業
務
委
託
料

　
　
２
台
目
有
償
化
の
経
緯
は
。

問
　
　

一
世
帯
１
台
を
原
則
と
し
て

い
る
。
新
た
な
情
報
ツ
ー
ル
と
し

て
、
し
る
み
る
竜
王
を
含
め
た
選

択
肢
が
あ
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
考
え
か
ら

有
償
化
し
た
。

答� 防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

　
　
県
か
ら
の
補
助
金
は
。

問
　
　

施
設
の
安
全
を
担
保
す
る
た

め
の
整
備
に
か
か
る
補
助
金
し
か

な
い
。

答� 給
食
セ
ン
タ
ー
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
調
理
室
設
置
工
事

防災行政無線戸別受信機

主 な 質 疑 応 答

11月臨時会
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総務産業建設常任委員会

竜王バイオマスプロジェクト構想について

道の駅竜王かがみの里機能拡充検討について

調
査

調
査

　ダイハツ工業は、自動車の製造工程の使用エネルギーの約半数が熱利用であり、CO2
ゼロの熱源がベストであることからバイオガスの熱源活用を検討されている。

ア　道の駅竜王かがみの里機能拡充に向けての検討
　　検討委員会を立ち上げ町内から７人の委員を委嘱し、３回の検討会議を実施した。
　　北部エリア全体を見渡した時の「道の駅」の役割などを広く検討している。
　　�今後、検討会議にてコンセプト案、ゾーニング案を整理し、令和４年度中に長期スケジュール
を検討する。

イ　町道山面鏡西線（竜王かがみの里バイパス）検討
　　目的①竜王かがみの里への南側からのアクセス
　　　　②鏡口交差点（国道・町道）の渋滞対策
　　　　③ワコール跡地等の利活用のための接道

　次の６か所の現場について視察を行った。
①道の駅竜王かがみの里大型車駐車場整備工事
②雨堤池廃止工事
③祖父川河川改良工事
④新川河川環境保全工事
⑤竜王大橋長寿命化修繕工事その４
⑥産地形成促進施設改修工事

町内工事現場視察について

主な質疑応答
竜王町都市計画マスタープランの見直しとの整合性も整
理し、まちづくり計画を明確にしてほしい。

問

２年かけて竜王町国土利用計画と竜王町都市計画マス
タープランの見直しを行い、道路計画、土地利用につい
て検討し、明確にしていく。

答

　バイオ源として牛糞を活用しバイオガスを発生させ、地域に貢献できる活動を目指す。
ダイハツ工業

　３月には竜王町バイオマス産業都市構想を策定する。
竜王町

祖父川河川改良工事視察

竜王かがみの里駐車場整備状況
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教育民生常任委員会

地域活性化特別委員会

主な質疑応答
介護職員の確保の困難さが課題とされるが、今後、町として職員の確保をどのように考えているか。問
客観的に数字で見ると、今後も高齢者が増える。近隣市町においても増える傾向にあり、人材の取
り合いが起こるのではと危惧している。介護事業所とともに魅力発信も検討し、事業所職員の処遇
改善についても、県と連携しながら国へ制度改正を求める等の努力をしていく。

答

竜王町における認知症の現状・予防とケアについて

中心核整備（交流・文教ゾーン）の進捗について

調
査

調
査

◇竜王町における認知症の現状と推移
　竜王町の認知症高齢者人口は2030年頃
まで高齢者数が増加し、ピークとなるが、
高齢者人口全体の高齢化が進んでいくこと
から要介護認定者、認知症高齢者数は2040
年も増加すると推定される。

◇認知症にかかる社会的課題
①生活自立度の低下
②家族介護の負担増
③他者による財産管理等の困難さ
　認知症高齢者の増加の影響以外にも、一人暮らしの高齢者の増加、介護職員の確保の困難さが社
会的課題を複雑化させる。

◇認知症高齢者が安心して暮らせるために
　超高齢社会へは自助・共助・公助を組み合わせた地域の総合力による対応が必要となる。

◇�地元との協議状況と整備に向けた進捗状況
について説明を受けた。

・地域要望に対する具体的な方策の検討
・埋蔵文化財試掘調査実施に向けた調整
・活用できる補助金等の調査、協議
・収用事業認定申請に向けた調整
・新設道路等整備に向けた関係機関協議
　　　　　　　（県・警察・町合同会議）

◇�埋蔵文化財試掘調査の実施状況について説
明を受けた。

竜王町認知症高齢者人口の推移
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埋蔵文化財試掘調査

議会だより No.198
りゅうおう5

委員会の活動



各議員のQRコードを
スマートフォンで読み
取ると音声配信が聴け
るよ

近江うし丸

※紙面の都合上、掲載しておりません。

問　議会事務局　電話　0748-58-3713

次回の一般質問は
令和4年3月22日㈫予定

議員の質問順は町ホームページでご確認ください。

ペ
ー
ジ

質　問　者 質　　問　　事　　項

7 鎌田勝治議員 ・GIGAスクールの今後の取組について
・地域の活性化について

8 磯部俊男議員 ・新型コロナワクチン３回目接種の対応について
・今後の河川愛護事業に係る対応について

9 尾川幸左衞門
議員

・水道管の点検について
・今後の町内の開発について

10 森島芳男議員 ・地域における女性の活躍推進は
・町道整備について

11 小西久次議員 ・旧国保診療所（医科）の取り壊しと跡地利用は
・土地改良施設の維持管理の検討状況は

12 中村匡希議員
・オンラインで姉妹都市交流を
・地域おこし協力隊の取組は※
・関係人口についての考え方と取組は

13
大前セツ子議員 ・子育てしやすい環境を

福田優三議員 ・�通学バスとしてチョイソコりゅうおうや路線バス
の活用は

14
澤田満夫議員 ・所有者不明土地の対応について
岡山富男議員 ・令和４年度の予算編成について

15 橘せつ子議員

・�竜王町コンパクトシティ化構想の中心核整備につ
いて

・�国民健康保険税の引き下げと就学前の子どもの均
等割廃止について

・路線バス岡屋線の路線延伸について※

町政
問ここを う!

12月定例会では11議員が
� 20問の一般質問を行いました。
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GIGAスクールの今後の
取組について

問

答 GIGAスクール構想を契機に
竜王スタイルの学びの確立を目指す

　
　①�

本
定
例
会
に
お
い
て
ネ
ッ

ト
回
線
増
設
の
補
正
予
算

を
上
程
し
令
和
４
年
１
月

工
事
完
了
予
定
。

②�

週
１
回
程
度
各
校
に
出
向

い
て
支
援
を
実
施
。
増
員

に
つ
い
て
は
、
学
校
現
場

の
声
を
踏
ま
え
て
検
討�

す
る
。

③�

様
々
な
ソ
フ
ト
を
利
用
し

て
生
徒
個
々
の
能
力
に
応

じ
た
個
別
学
習
に
よ
り
、

端
末
を
有
効
活
用
し
て�

い
る
。

④�

「
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
」「
授
業
に

お
け
る
有
効
活
用
」
の
３

つ
を
柱
に
小
中
学
校
と
連

携
し
な
が
ら
計
画
的
に
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
に

向
け
取
組
を
進
め
て
き
た
。

今
後
も
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
を
変
化
の
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
、
新
た
な
竜
王

ス
タ
イ
ル
の
学
び
の
確
立

を
目
指
す
べ
く
、
端
末
が

授
業
の
中
で
当
た
り
前
に

使
え
る
学
習
ツ
ー
ル
と
な

る
よ
う
に
着
実
に
進
め
て

い
き
た
い
。

答�

　
　
次
の
点
に
つ
い
て
町

の
見
解
を
伺
う
。

①�

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
の

進
捗
状
況
は
。�

②�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
活
動

状
況
と
増
員
に
対
す
る

具
体
的
な
取
組
は
。

③�

端
末
の
有
効
利
用
に
よ

る
個
別
最
適
化
学
習
へ

の
具
体
的
な
取
組
状�

況
は
。

④�

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
向

け
た
体
制
整
備
に
あ
た

り
、
効
果
的
な
端
末
機

器
の
活
用
に
つ
い
て
の

教
員
研
修
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
等
の
個
別
計
画
を
総

括
し
た
全
体
的
な
計
画

と
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー�

ル
は
。

問

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

問答

自
治
会
を
補
完
す
る
新
た
な
組
織
の

立
ち
上
げ
を
目
指
す

　
　
次
の
点
に
つ
い
て
町

の
見
解
を
伺
う
。

①�

各
地
域
で
〝
仕
込
み
〟

と
し
て
取
組
ん
で
き
た

こ
と
は
。

②�

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り

と
は
、
現
状
の
区
長
制

度
と
い
う
枠
組
を
超
え

た
組
織
で
あ
る
と
思
う

が
、
そ
の
新
た
な
仕
組

み
づ
く
り
を
考
え
る
上

で
具
体
的
に
取
り
組
ま

れ
て
き
た
こ
と
は
。

③�

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化

構
想
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
に
は
、
交
流�

・
文
教
ゾ
ー
ン
の
完
成

前
に
組
織
化
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
そ
の

具
体
的
な
計
画
は
。

問

　
　①�

従
来
か
ら
実
施
し
て
き
た

地
域
支
え
あ
い
仕
組
み
づ

く
り
モ
デ
ル
事
業
の
更
な

る
広
が
り
に
期
待
。

②�

地
域
自
治
組
織
の
あ
り
方

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
検
討
し
て
い
る
。

③�

来
年
度
以
降
、
順
次
、
町

答�

民
や
関
係
者
を
含
め
た
議

論
や
検
討
を
進
め
る
。

　

�

竜
王
町
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
構
想
で
は
令
和
９

年
度
に
コ
ミ
セ
ン
の
開
館

を
目
標
と
し
、
そ
れ
ま
で

に
自
治
会
を
補
完
す
る
新

た
な
組
織
の
立
ち
上
げ
を

目
指
す
。

地域河川愛護活動の様子

鎌田　勝治�議員

ICT職員研修会の様子
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コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３

回
目
の
接
種
率
の
向
上
に

つ
い
て
伺
う
。

問

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
変
更
が
可

能
。
ま
た
、
３
回
目
の
追
加

接
種
の
実
施
に
伴
い
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
時
期
が
令
和
４
年

９
月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
副

反
応
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

に
比
較
し
て
も
出
や
す
く
、

３
回
目
の
接
種
を
躊
躇
さ
れ

る
方
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る

が
、
高
い
接
種
率
で
の
集
団

免
疫
の
維
持
と
、
大
切
な
ご

家
族
ご
友
人
の
命
を
守
る
た

め
に
も
接
種
の
検
討
を
お
願

い
し
た
い
。

　
　

12
月
15
日
現
在
の
接
種

状
況
は
１
回
目
約
88
・
０
％
。

二
回
目
約
87
・
５
％
。
５
月

か
ら
接
種
さ
れ
た
高
齢
者
に

は
順
次
接
種
券
を
発
送
し
竜

王
町
公
民
館
で
２
月
14
日
か

ら
、
町
内
医
療
機
関
は
２
月

28
日
か
ら
開
始
を
予
定
し
て

い
る
。

　

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は

予
定
日
の
前
後
で
電
話
、
イ

答�

新型コロナワクチン
３回目接種の対応について

問

答 竜王町公民館で２月14日から
磯部　俊男�議員

ワクチン接種状況

環境整備活動の様子

今
後
の
河
川
愛
護
事
業
に

係
る
対
応
に
つ
い
て

問答

ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
、
重
機
等
の
機
械
作
業

で
の
取
組
を
促
し
て
い
く

　
　①�

補
助
金
交
付
要
綱
に
基

づ
く
対
象
場
所
、
面
積

は
特
定
さ
れ
て
い
る
が
、

作
業
難
易
度
は
把
握
し

て
い
る
の
か
。

②�

今
後
の
河
川
愛
護
事
業

の
推
進
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

問
　
　①�

作
業
難
易
度
は
作
業
に
お

け
る
地
形
的
な
課
題
と
理

解
し
て
い
る
。
河
川
の
大

小
、
法
面
の
長
さ
、
勾
配

等
に
よ
り
作
業
環
境
は
地

域
に
よ
り
様
々
で
あ
り
、

一
つ
の
基
準
で
は
図
り
き

れ
な
い
異
な
る
困
難
さ
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

②�

従
来
ど
お
り
で
の
実
施
が

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
、
作
業
負
担
の
軽

答�

減
に
向
け
県
へ
働
き
か
け

た
。
結
果
、
令
和
元
年
度

に
は
機
械
化
を
導
入
し
や

す
い
制
度
へ
と
見
直
し
が

行
わ
れ
、
こ
の
取
組
が
増

加
し
つ
つ
あ
る
。
今
後
は

ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
、
重
機
等

の
機
械
作
業
で
の
取
組
を

促
し
て
い
く
と
と
も
に
、

地
域
個
々
の
相
談
に
応
じ

な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー
に
努
め

た
い
。
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企
業
庁
の
送
水
管
修
繕

時
に
掘
削
な
ど
に
お
い
て
町

の
配
水
管
が
目
視
で
き
る
と

こ
ろ
は
目
視
点
検
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
対
応

策
を
検
討
す
る
材
料
と
し
て

企
業
庁
の
送
水
管
の
老
朽
状

況
を
確
認
し
、
漏
水
要
因
を

情
報
共
有
し
て
い
く
。
ま
た
、

安
心
で
安
全
な
水
を
供
給
す

る
た
め
、
当
該
水
管
橋
の
み

な
ら
ず
、
町
内
す
べ
て
の
橋

梁
添
架
管
に
つ
い
て
令
和
４

年
度
に
点
検
調
査
を
実
施
す

る
べ
く
検
討
し
て
い
る
。

答�

　
　
本
町
に
お
け
る
水
道

管
の
う
ち
、
山
中
地
区
の

送
配
水
管
が
竣
工
後
46
年

が
経
過
し
て
い
る
。
山
中

送
配
水
管
に
は
、
祖
父
川
、

野
神
川
に
径
４
０
０
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
三
角
ト
ラ
ス

橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
現

地
を
確
認
す
る
と
、
山
中

橋
の
左
岸
橋
台
で
企
業
庁

送
水
管
が
漏
水
し
て
い
る
。

腐
食
が
原
因
で
あ
る
と
思

わ
れ
、
本
町
の
配
水
管
も

同
条
件
で
あ
り
、
い
つ
漏

水
す
る
か
不
安
で
あ
る
。

今
後
、
企
業
庁
の
補
修
に

合
わ
せ
、
町
配
水
管
の
点

検
に
つ
い
て
伺
う
。

問

山中水管橋

橋梁添架管

都市計画マスタープラン

水道管の点検について問

答 水管橋、橋梁添架管を令和４年度に
点検調査を実施するべく検討していく

尾川　幸左衞門�議員

今
後
の
町
内
の
開
発
に
つ
い
て

問答

工
業
団
地
等
候
補
地
を
選
定
し

令
和
４
年
度
に
検
討
調
査
を
予
定
し
て
い
る

　
　
竜
王
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
山
林
や
農
業

振
興
地
域
内
農
用
地
域
外

農
地
な
ど
い
く
つ
か
の
候

補
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現

在
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た

ど
の
よ
う
な
場
所
を
考
え

て
い
る
の
か
を
伺
う
。

問

　
　

第
六
次
竜
王
町
総
合
計

画
に
基
づ
く
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
あ
る
と
お
り

多
様
な
産
業
、
田
園
環
境
、

歴
史
・
文
化
の
中
で
育
ま
れ

て
き
た
地
域
特
性
を
守
り
生

か
す
こ
と
で
、
ま
ち
の
魅
力

を
高
め
る
土
地
利
用
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ

答�

を
具
現
化
す
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
町
内
全
域
に
お
け
る

工
業
用
地
等
候
補
地
を
選
定

し
、
各
候
補
地
に
お
け
る
事

業
化
の
た
め
の
検
討
調
査
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
次
年

度
に
お
い
て
調
査
を
予
定
し

て
い
る
。
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地域における女性の活躍推進は問

答 自治会に提案していくなどの支援を
する

　
　
「
竜
王
ベ
ス
ト
パ
ー

ト
ナ
ー
プ
ラ
ン
」
に
は

「
地
域
に
お
け
る
女
性
の

活
躍
推
進
」
が
重
点
目
標

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
現

在
、
自
治
会
の
重
要
な
役

職
に
女
性
の
参
画
が
進
ん

で
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
本
町
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

問

革
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
を

進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
現

状
は
女
性
の
参
画
が
少
な
く
、

課
題
と
し
て
、
女
性
参
画
の

必
要
性
が
十
分
に
伝
わ
っ
て

い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
今
年

度
か
ら
、
新
た
な
取
組
と
し

て
竜
王
町
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
竜

王
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ラ

ン
推
進
事
業
を
加
え
た
。
ど

の
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が

効
果
的
で
あ
る
か
を
自
治
会

へ
提
案
し
て
い
く
な
ど
の
支

援
を
継
続
す
る
。

　
　

プ
ラ
ン
の
周
知
を
図
る

た
め
、
概
要
版
の
全
戸
配
布

の
他
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
場
に

お
い
て
、
地
域
に
お
け
る
女

性
参
画
に
対
す
る
意
識
を
変

答�

町
道
整
備
に
つ
い
て

問答

統
一
的
な
整
備
は
困
難

　
　
現
在
の
町
道
は
、
山

之
上
綾
戸
線
な
ど
、
幅
員

が
狭
く
車
同
士
が
す
れ
違

う
に
も
困
難
な
場
所
が
多

く
あ
る
。
緊
急
自
動
車
が

通
行
す
る
場
合
や
災
害
発

生
時
の
避
難
に
も
支
障
が

出
る
と
考
え
る
が
、
今
後

の
計
画
的
な
道
路
整
備
に

つ
い
て
町
の
見
解
を
伺
う
。

問

具
体
的
な
支
障
が
あ
る
場
合

は
、
路
線
や
交
通
の
現
状
を

　
　

町
道
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
が
昔
か
ら
の
里
道
・

農
道
・
林
道
等
を
後
か
ら
町

道
と
し
て
認
定
し
た
も
の
で
、

幅
員
が
狭
く
、
生
活
道
路
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が

多
数
あ
る
。
現
状
と
し
て
は
、

舗
装
や
構
造
物
の
老
朽
化
対

策
と
し
て
の
維
持
管
理
に
主

眼
を
お
い
て
お
り
、
新
た
に

拡
幅
す
る
と
な
る
と
、
用
地

も
必
要
と
な
り
、
現
実
的
に

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
町
と
し
て
は
、
統
一
的

な
整
備
は
困
難
で
あ
る
が
、

答�

森島　芳男�議員

竜王ベストパートナープラン

町道山之上綾戸線

確
認
し
、
個
別
に
対
応
方
法

を
考
え
て
い
く
。
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土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
の

検
討
状
況
は

問答

農
村
保
全
委
員
連
絡
協
議
会
で
検
討
し
地

元
に
適
切
な
助
言
支
援
を
行
う

　
　
全
町
ほ
場
整
備
が
終

了
し
20
年
か
ら
43
年
が
経

過
し
た
。
令
和
元
年
の
質

問
以
降
の
土
地
改
良
施
設

の
対
応
状
況
と
調
査
研
究

状
況
は
。
ま
た
、
山
之
上

畑
地
灌
漑
区
域
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
等
に
お
い
て
も
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
。
地
元

で
は
「
農
地
保
全
を
考
え

る
会
」
を
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
町
と
し
て
の
「
農
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
・
土

地
改
良
施
設
の
機
能
保
全

方
針
」
の
現
状
と
今
後
の

方
向
付
け
と
考
え
方
に
つ

い
て
伺
う
。

問
　
　

令
和
元
年
度
に
竜
王
南

部
・
北
部
地
区
で
機
能
診
断

と
機
能
保
全
計
画
策
定
業
務

を
実
施
し
た
。
令
和
２
年
度

か
ら
、
農
業
施
設
専
門
員
を

答�

配
置
し
、
機
能
診
断
と
機
能

保
全
結
果
と
計
画
を
各
集
落

の
保
全
委
員
に
国
・
県
の
補

助
事
業
も
含
め
説
明
し
た
。

各
集
落
で
検
討
し
、
令
和
４

年
度
か
ら
地
元
負
担
の
な
い
、

農
村
ま
る
ご
と
保
全
向
上
機

能
を
活
用
し
た
事
業
に
取
り

組
む
集
落
も
あ
る
。

　

ま
た
、
近
隣
土
地
改
良
区

の
調
査
を
行
い
、「
農
業
あ

り
方
検
討
会
」
で
課
題
や
論

点
整
理
を
し
た
。
畑
地
灌
漑

整
備
等
の
生
産
基
盤
や
営
農

環
境
の
総
合
整
備
に
つ
い
て

は
国
の
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
等
の
活
用
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
地
元
で
計
画
・

検
討
さ
れ
る
場
合
、
適
切
な

助
言
や
支
援
を
行
う
。

小西　久次�議員

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
利
用

者
か
ら
の
意
見
に
耳
を
傾
け

必
要
に
応
じ
対
応
を
検
討
す

る
。
施
設
は
老
朽
化
し
て
お

り
、
解
体
と
合
わ
せ
て
土
地

利
用
の
観
点
か
ら
隣
接
排
水

路
の
付
け
替
え
を
令
和
４
年

度
に
は
実
施
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
む
。
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
具
体

的
な
検
討
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
利
用
者
増
加
に

伴
う
駐
車
場
用
地
と
し
て
の

活
用
や
、
町
の
活
性
化
を
踏

ま
え
、
土
地
の
有
効
活
用
に

向
け
て
、
民
間
へ
の
貸
付
け

や
売
却
を
含
め
研
究
す
る
。

　
　

開
所
後
利
用
者
も
徐
々

に
増
え
て
き
て
い
る
。
今

後
、
よ
り
多
く
の
方
に
利
用

答� 　
　
念
願
で
あ
っ
た
あ
え

ん
ぼ
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
10
月

１
日
か
ら
開
所
さ
れ
た
。

利
用
者
か
ら
入
口
看
板
が

小
さ
い
・
入
口
が
狭
い
等

の
声
を
聞
く
が
利
用
状
況

に
応
じ
て
対
応
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
南
側
の
旧
施

設
の
取
り
壊
し
等
の
予
定

時
期
は
い
つ
か
。
敷
地
は

宅
地
で
あ
り
、
取
り
壊
し

て
の
利
活
用
に
つ
い
て�

伺
う
。

問

取り壊される旧国保診療所

パイプライン網図

旧国保診療所（医科）の
取り壊しと跡地利用は

問

答 令和４年度に解体し土地の
有効活用を図る
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コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ー
・

セ
ー
・
マ
リ
ー
市
と
の
姉

妹
都
市
交
流
は
停
滞
し
て

い
る
。
使
節
団
を
派
遣
し

交
流
を
実
現
す
る
に
は
こ

の
先
、
数
年
の
期
間
を
要

す
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、

今
年
度
は
学
校
施
設
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配
備
さ

れ
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

は
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
取
組
と
今
後
の

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
の
必
要

性
に
つ
い
て
伺
う
。

問

　
　

今
年
度
は
竜
王
中
学
校

の
２
年
生
が
日
本
や
竜
王
町

の
文
化
を
英
語
で
紹
介
す
る

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
ま
と
め
た
。

時
差
が
14
時
間
あ
る
た
め
、

互
い
の
授
業
時
間
中
に
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
を
行
う
の
は
難

し
い
。

　

一
例
と
し
て
昨
年
は
、
竜

王
西
小
学
校
の
６
年
生
が
香

港
の
日
本
人
学
校
と
英
語
の

時
間
に
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
し

た
事
例
も
あ
る
。今
後
、様
々

な
方
法
で
交
流
を
深
め
て
い

き
た
い
。

答�

関
係
人
口
に
つ
い
て
の
考
え
方
と

取
組
は

問答

本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
を

定
住
人
口
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い

　
　
関
係
人
口
は
、
地
域

に
暮
ら
す
「
定
住
人
口
」

や
観
光
等
で
来
訪
す
る

「
交
流
人
口
」
で
も
な
く
、

地
域
と
多
様
に
関
わ
る
存

在
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
次

の
点
を
伺
う
。

①�

本
町
の
関
係
人
口
を
ど

う
想
定
さ
れ
る
か
。

②�

今
後
想
定
さ
れ
る
取�

組
は
。

問

の
あ
る
20
〜
30
歳
代
の
男

女
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

住
宅
地
の
開
発
を
誘
導
し
、

受
け
皿
を
確
保
す
る
こ
と

　
　①�

本
町
に
お
い
て
は
、
１
３�

８
・
８
％
と
い
う
高
い
値

を
示
す
昼
夜
間
人
口
比
率

を
想
定
し
、
ま
ず
は
町
に

関
係
の
あ
る
方
々
と
よ
り

関
係
性
を
高
め
て
い
き�

た
い
。

②�

今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
で
、
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
本
町
に
ゆ
か
り

答�

で
、
関
係
人
口
を
定
住
人

口
へ
と
つ
な
げ
て
い
き�

た
い
。

交流用のビデオレターを作成する
竜王中学校の生徒

竜王町の関係人口のイメージ図

中村　匡希�議員

オンラインで姉妹都市交流を問

答 今後、様々な方法で交流を
深めていきたい
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子育てしやすい環境を問

答 今後は認定こども園・放課後児童
クラブの充実を進めていく

　
　
本
町
で
は
、
町
民
と

地
域
・
事
業
者
・
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
子
育
て
支

援
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
六
次
総
合
計
画
で
は

２
０
４
０
年
以
降
は
１
０�

０
０
０
人
以
上
の
人
口
を

維
持
す
る
こ
と
を
長
期
的

な
目
標
と
し
て
い
る
。

　
今
年
度
か
ら
、
ダ
イ
ハ

ツ
竜
の
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
車

提
供
制
度
が
導
入
さ
れ
、

竜
王
町
ら
し
い
事
業
に
も

取
り
組
ま
れ
て
い
る
中
、

子
ど
も
が
の
び
の
び
と
健

や
か
に
育
つ
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
今
後
の

施
策
は
。

問

　
　

子
ど
も
が
の
び
の
び
と

健
や
か
に
育
つ
ま
ち
づ
く
り

で
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン
や
こ
ど

も
ひ
ろ
ば
を
実
施
。

　

ま
た
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
無
償
化
や
高
校
生
大
学
生

等
の
通
学
定
期
支
援
・
若
者

定
住
の
た
め
の
住
ま
い
の
補

助
等
経
済
的
負
担
を
軽
減
で

き
る
よ
う
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
就
学
前
の
子
ど

も
の
教
育
・
保
育
の
体
制
の

充
実
と
児
童
の
放
課
後
の
環

境
づ
く
り
と
し
て
認
定
こ
ど

も
園
の
実
施
・
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
充
実
を
進
め
て�

い
く
。

答�

通学バスとしてチョイソコりゅう
おうや路線バスの活用は

問

答 通学に活用できるか等研究していく
　
　
小
学
校
の
通
学
に
お

い
て
、
遠
い
と
こ
ろ
で
は

45
分
以
上
か
け
て
徒
歩
通

学
を
し
て
い
る
地
区
も
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
地
区
の

保
護
者
等
か
ら
バ
ス
通
学

を
希
望
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
中
心
核
整
備
に
伴

い
移
転
新
築
す
る
竜
王
小

学
校
の
通
学
環
境
を
検
討

す
る
際
、
チ
ョ
イ
ソ
コ

り
ゅ
う
お
う
や
路
線
バ
ス

を
活
用
し
、
通
学
バ
ス
に

係
る
業
務
委
託
料
の
負
担

を
減
ら
す
等
の
検
討
は
し

て
い
る
か
。

問

　
　

チ
ョ
イ
ソ
コ
り
ゅ
う
お

う
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
通

学
バ
ス
と
し
て
の
運
行
形
態

の
違
い
か
ら
現
状
で
は
児
童

の
通
学
に
は
使
用
で
き
な
い
。

し
か
し
、
通
常
運
行
以
外
の

時
間
帯
で
タ
ク
シ
ー
の
よ
う

な
利
用
の
仕
方
に
よ
り
通
学

に
活
用
で
き
な
い
か
等
研
究

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
路
線
バ
ス
の
活
用

に
つ
い
て
は
既
存
の
路
線
が

通
学
手
段
と
し
て
利
用
で
き

る
地
区
に
つ
い
て
は
定
期
代

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
活

用
で
き
な
い
か
等
に
つ
い
て

も
研
究
し
て
い
く
。

答�

福田　優三�議員

支援を受けたご家族

チョイソコりゅうおうの車輌

大前　セツ子�議員
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所有者不明土地の対応について問

答 国道477号歩道未整備対応促進と
各種制度の見直しの動向を注視する

　
　
令
和
元
年
第
４
回
定

例
会
に
お
い
て
滋
賀
竜
王

工
業
団
地
に
接
す
る
国
道

４
７
７
号
の
歩
道
の
未
整

備
区
間
に
係
る
質
問
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
の
進
捗

と
、
町
内
の
有
効
的
土
地

利
用
を
図
る
な
か
で
、
散

在
す
る
所
有
者
不
明
土
地

に
対
し
、「
所
有
者
不
明

土
地
の
利
用
の
円
滑
化
等

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

を
基
に
対
応
で
き
な
い
の

か
伺
う
。

問

と
し
て
も
、
現
地
に
町
有
地

も
あ
り
所
有
者
不
明
土
地
問

題
の
法
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
中
で
、
よ
り
踏
み
込
ん

で
県
と
協
議
を
す
る
。

　

所
有
者
不
明
土
地
法
は
、

所
有
者
不
明
土
地
の
利
用
の

円
滑
化
等
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
県

内
で
は
事
例
は
な
い
が
、
特

に
地
域
福
利
増
進
事
業
に
関

し
て
、
目
的
と
条
件
が
揃
え

ば
有
効
的
な
土
地
利
用
が
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

と
考
え
る
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
各
種

制
度
が
見
直
さ
れ
て
お
り
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　

歩
道
整
備
は
、
滋
賀
県

の
案
件
で
あ
る
が
、
今
も
地

権
者
不
明
の
状
態
で
新
た
な

進
捗
は
図
れ
て
い
な
い
。
町

答�

澤田　満夫�議員

令和４年度の予算編成について問

答 健全な財政運営に取り組む

　
　
令
和
４
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
も
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
と
推
察
さ�

れ
る
が
次
の
点
を
伺
う
。

①�

町
税（
個
人
町
民
税・法

人
町
民
税
・
固
定
資
産

税
）
の
収
入
見
込
み
は
。

②�

国
・
県
費
等
の
財
源
確

保
は
ど
の
程
度
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

③�

財
政
調
整
基
金
か
ら
の

繰
入
れ
は
ど
の
程
度
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

④�

子
育
て
支
援
や
教
育
予

算
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問

カ
ー
か
ら
の
中
間
納
付
の

状
況
等
を
踏
ま
え
る
と
昨

年
度
と
同
額
程
度
の
収
入

が
見
込
め
る
。
固
定
資
産

税
は
、
令
和
３
年
度
を
上

回
る
収
入
が
見
込
め
る
と

考
え
て
い
る
。

②�

各
事
業
に
対
す
る
国
・
県

費
の
活
用
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
情
報
収

集
し
、
財
源
の
確
保
に
努

め
る
。

③�

不
足
す
る
所
要
の
財
源
に

つ
い
て
は
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

④�

優
先
し
て
取
り
組
む
事
業

に
、「
子
ど
も
子
育
て
支

援
の
充
実
に
関
す
る
事

業
」「
キ
ラ
リ
と
光
る
竜

王
な
ら
で
は
の
教
育
充
実

に
関
す
る
事
業
」
を
明
記

し
て
い
る
。

　
　①�

令
和
４
年
度
の
個
人
町
民

税
は
例
年
並
み
と
な
る

６
億
円
程
度
の
収
入
が
見

込
ま
れ
る
。
法
人
町
民
税

は
町
内
大
手
自
動
車
メ
ー

答�

岡山　富男�議員

国道477号の歩道未整備区間

当初予算額の推移（一般会計）

50

52

54

56

58

60

62

64

66

H29 H30 R1 R2 R3

（億円）

（年度）
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コンパクトシティ化構想の全体図

子どもの均等割軽減イメージ

Ｐ
、
し
る
み
る
竜
王
で
知

ら
せ
て
い
る
。
２
月
に
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催

を
準
備
し
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
で
参
加
は
事
前
申
込

制
を
予
定
し
て
い
る
。

②�

整
備
費
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
施
設
ご
と
の
基
本
計

画
、
基
本
設
計
を
進
め
、

財
政
計
画
に
反
映
さ
せ
て

い
く
。

③�

「
居
住
ゾ
ー
ン
」「
複
合

ゾ
ー
ン
」
は
民
間
活
力
の

活
用
を
基
本
に
考
え
て
い

る
。
現
時
点
で
は
具
体
的

な
検
討
に
至
っ
て
い
な
い

の
で
、
概
要
と
総
予
算
が

示
せ
る
段
階
で
は
な
い
。

　
　①�

説
明
と
周
知
は
、
11
月
か

ら
３
月
ま
で
町
広
報
や
Ｈ

答� 　
　
交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン

の
整
備
に
つ
い
て
、
次
の

こ
と
を
伺
う
。

①�

今
後
、
説
明
と
周
知
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
。

②�

交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
の

整
備
費
用
は
約
55
億
円

と
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、

財
政
計
画
は
示
さ
れ
な

い
ま
ま
で
あ
る
。
早
急

に
示
す
べ
き
と
思
う
が
。

③�

中
心
核
整
備
全
体
に
つ

い
て
も
そ
の
概
要
と
予

算
を
示
す
べ
き
で
は
。

問

竜王町コンパクトシティ化構想の
中心核整備について

問

答 基本計画、基本設計を進め精査して示す
橘　せつ子�議員

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
と
就
学
前
の

子
ど
も
の
均
等
割
廃
止
に
つ
い
て

問答
保
険
税
の
急
激
な
上
昇
を
防
ぐ
た
め
財
政
調
整

基
金
の
繰
入
れ
を
考
え
て
い
る

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
健

康
保
険
税
の
納
付
は
、
減

免
対
象
に
な
ら
な
い
世
帯

に
お
い
て
も
日
々
の
生
活

を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
、
次
の
こ
と
を
伺
う
。

①�

令
和
４
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
は
、
財
政
調

整
基
金
等
の
活
用
に
よ

り
引
き
下
げ
は
可
能
か
。

②�

令
和
４
年
度
か
ら
就
学

前
の
子
ど
も
の
均
等
割

の
半
分
を
、
国
県
町
が

負
担
す
る
こ
と
で
減
額

と
な
る
が
、
残
り
の
半

分
も
町
で
負
担
し
均
等

割
を
廃
止
で
き
な
い
か
。

問

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
令
和
４

年
度
は
財
政
調
整
基
金
の

繰
入
れ
を
考
え
て
い
る
。

②�

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

令
和
４
年
４�

月
か
ら
未
就

学
児
に
係
る

国
民
健
康
保

険
税
の
均
等

割
額
の
２
分

の
１
が
軽
減

さ
れ
る
。
例

え
ば
令
和
３

年
度
で
み
る

と
一
人
当
た

り
の
均
等
割

額
３
４
９
０�

０
円
が
１
７�

４
５
０
円
減

額
と
な
る
。

ま
た
地
方
独

自
の
上
乗
せ

　
　①�

令
和
４
年
度
の
仮
算
定
の

納
付
金
額
は
増
加
し
て
お

り
、
令
和
３
年
度
の
税
率

よ
り
上
昇
す
る
見
込
み
で
、

答�

軽
減
は
認
め
ら
れ
な
い
と

の
国
の
見
解
に
よ
り
軽
減

措
置
の
拡
充
は
難
し
い
。
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

表 紙
　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
か
ら
、
令
和
２
年

５
月
に
竜
王
の
文
化
を
検
討
す
る
懇
話
会

か
ら
町
へ
報
告
さ
れ
た
「
竜
王
新
古
今
八

景
」
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
八
景
と
は
い
う
も
の
の
景
観
の
み
に

焦
点
を
絞
る
の
で
は
な
く
、
町
内
各
地
に

根
付
く
、
風
習
・
人
々
の
生
業
・
現
在
ま

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
の
価
値
観
・

竜
王
を
形
づ
く
る
新
し
い
顔
を
意
識
し
た

心
象
風
景
を
活
字
に
し
た
も
の
で
す
。
写

真
は
、
そ
れ
に
因
ん
だ
も
の
と
理
解
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、「
肥
沃
な
大

地
に
整
然
と
区
画
さ
れ
た
水
田
。
豊
作
を

予
感
さ
せ
る
植
付
前
の
水
田
に
映
る
夕

光
」
で
す
。

　

ま
た
、
裏
表
紙
は
、
次
回
以
降
も
自
然

と
歴
史
の
宝
庫
で
あ
る
本
町
よ
り
選
び
抜

か
れ
た
八
つ
の
景
勝
地
「
竜
王
八
景
」
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
発
行
か
ら
議
会

広
報
特
別
委
員
会
が
新
メ
ン
バ
ー
で
ス

タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
終
盤
に
、
広
報
委
員
の
研
修

を
受
け
、
情
報
と
し
て
の
広
報
文
の
書

き
方
や
写
真
で
の
伝
え
方
な
ど
、
分
か

り
や
す
い
紙
面
作
り
の
勉
強
を
致
し
ま

し
た
。

　

過
去
に
、
町
村
議
会
広
報
誌
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
で
奨
励
賞
な
ど
を
受
賞
し
た

広
報
誌
「
り
ゅ
う
お
う�

議
会
だ
よ
り
」

の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
親
し
ま
れ
る
紙

面
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
編
集
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
町
民
皆
様
に
と
っ
て
良
き
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ�

ま
す
。 編

集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

鎌
田　

勝
治

副
委
員
長　

森
島　

芳
男

委　
　

員　

澤
田　

満
夫

委　
　

員　
尾
川
幸
左
衞
門

委　
　

員　

磯
部　

俊
男

委　
　

員　

貴
多　

正
幸

国
宝 

苗
村
神
社

竜
王
八
景
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竜
王
町
議
会
広
報

■
発
行
・
竜　

王　

町　

議　

会

■
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会
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